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顕
微
鏡
で
診
療
す
る

「
病
理
診
断
」の
お
は
な
し

「
病
理
診
断
」
は
、
患
者
さ
ん
の
か
ら
だ

の
中
の
、
ま
さ
に
病
気
の
現
場
で
あ
る
細
胞

や
組
織
を
顕
微
鏡
で
よ
く
見
て
、
診
断
を
つ

け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
病
気
が
疑
わ
れ
て

い
る
臓
器
に
細
い
針
な
ど
を
刺
し
、
小
さ
な

組
織
を
取
っ
て
き
た「
生
検（
せ
い
け
ん
）検

体
」で
、
ま
ず
病
理
診
断
を
お
こ
な
い
ま
す
。

生
検
検
体
の
病
理
診
断
で
、
病
気
で
あ
る
こ

と
が
は
っ
き
り
し
、
ど
ん
な
性
質
の
病
気
か
わ

か
っ
た
ら
、こ
の
情
報
を
も
と
に
、
各
臨
床
科

の
先
生
方
が
、
お
く
す
り
を
使
う
か
手
術
を

す
る
か
な
ど
の
方
針
を
決
め
ま
す
。
手
術
検

体
で
も
病
理
診
断
が
お
こ
な
わ
れ
、
病
変
の

全
体
像
を
よ
く
見
て
、
病
気
の
性
質
を
さ
ら

に
く
わ
し
く
調
べ
、
手
術
の
前
に
お
こ
な
っ
た

治
療
が
効
い
た
か
、
手
術
で
病
変
を
取
り
切

れ
た
か
明
ら
か
に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生

検
・
手
術
検
体
の
病
理
診
断
は
、日
々
の
診
療

の
中
で
、
病
名
を
決
め
る“
確
定
診
断
”
を

担
い
、
治
療
方
針
の
決
定
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
す
る
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま

す
。“
た
ん
”や
尿
に
含
ま
れ
る
細
胞
を
あ
つ

め
て
顕
微
鏡
で
見
て
診
断
す
る
、「
細
胞
診

断
」
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
い
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
に
お
け
る
病
理
診

断
は
、
各
臨
床
科
の
先
生
方
が
病
理
診
断
科

に
検
体
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
で
始
ま
り
、
病

理
診
断
結
果
は
臨
床
の
先
生
方
に
伝
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
病
理
診
断
の
た
め
に
は
、
臨
床

検
査
技
師
と
病
理
医
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ガ
ラ
ス
板
に
数
ミ
ク
ロ
ン
の
薄
い
組
織
を

の
せ
て
染
色
し
た
標
本
を
準
備
す
る
の
は
、

臨
床
検
査
技
師
の
し
ご
と
で
す
。
病
理
診
断

し
や
す
い
質
の
高
い
標
本
を
つ
く
る
に
は
、
臨

床
検
査
技
師
の
熟
練
の“
わ
ざ
”が
必
要
で

す
。
手
術
で
切
り
取
る
範
囲
を
決
め
る
た
め

に
お
こ
な
う
「
術
中
迅
速
病
理
診
断
」の
標

本
を
す
ば
や
く
つ
く
る
に
は
、
と
く
に
高
い
技

術
を
要
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
病
理
診
断

科
の
し
ご
と
に
は
、
各
臨
床
科
と
の
連
携
と

複
数
職
種
間
連
携
が
大
切
で
す
。

そ
の
な
か
で
、
生
検
・
手
術
検
体
の
病
理

診
断
・
細
胞
診
断
を
中
心
に
な
っ
て
お
こ
な
う

の
が
、「
病
理
専
門
医
」
で
す
。
病
理
専
門

医
に
な
る
に
は
、
初
期
研
修
を
終
え
た
あ
と

4
年
以
上
病
理
学
の
専
門
の
研
修
を
お
こ
な

い
、
さ
ら
に
厳
し
い
筆
記
試
験
・
実
技
試
験
に

合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
格
を
取
っ

た
あ
と
も
、
生
涯
修
練
を
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
病
理
診
断
科
で
は
、「
病
理
専

門
医
研
修
指
導
医
」の
も
と
で
、
病
理
専
門

医
と
専
修
医
が
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

最
近
の“
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
”で
は
、一
人

で
き
る「
分
子
病
理
専
門
医
」
資
格
も
取
得

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
病
理
診
断
科
は
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
病
理
学
教
室
と
一
体
的
に
運
営
さ
れ

て
お
り
、
研
究
や
教
育
に
も
従
事
す
る
病
理

学
教
室
の
病
理
専
門
医
が
交
代
で
病
理
診

断
科
の
し
ご
と
を
支
援
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
病
理
診
断
科
・
病
理
学
教
室
に
は

専
任
の
病
理
医
が
25
名
勤
務
し
、
2
0
2
3

年
に
2
4
7
8
5
件
の
生
検
・
手
術
検
体
と

2
4
0
1
6
件
の
細
胞
診
検
体
の
診
断
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
は
、

病
理
医
の
数
と
診
断
し
た
検
体
数
の
両
方
に

お
い
て
、
わ
が
国
最
大
規
模
の
医
療
機
関
で

す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
病
理
学
教
室
出
身

の
さ
ら
に
多
数
の
病
理
医
と
連
携
し
、
近
郊

の
30
程
度
の
教
室
関
連
医
療
機
関
の
病
理

診
断
も
支
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
た
く
わ

え
た
豊
富
な
経
験
を
い
か
し
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
な
ど
に
か
か
わ
る
最
新
の
知
見
を
す
み
や

か
に
取
り
入
れ
、い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
お
こ
る

い
ろ
い
ろ
な
疾
患
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
も
備

え
た
、
精
緻
な
病
理
診
断
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
わ
た
く
し
た
ち
が
患
者
さ
ん
に
直
接
お

目
に
か
か
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
慶
應
義
塾

大
学
病
院
の
よ
り
良
い
診
療
を
こ
れ
か
ら
も

支
え
つ
づ
け
ま
す
。

ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
に

あ
っ
た
お
く
す
り
を
選
ぶ
た
め
に
、
が
ん
細
胞

の
遺
伝
子
の
傷
を
一
網
打
尽
に
調
べ
る「
遺
伝

子
パ
ネ
ル
検
査
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
病

理
診
断
科
で
つ
く
っ
た
生
検
・
手
術
検
体
が
、

遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
病
理
専
門
医
は
、
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査

に
ふ
さ
わ
し
い
標
本
を
つ
く
っ
た
り
選
ん
だ
り

し
、
さ
ら
に
遺
伝
子
情
報
を
総
合
し
た
病
理

診
断
を
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
に
貢
献

“がん”を顕微鏡でみたところ（ 胃がんの例 ）
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婦
人
科
が
ん
に
対
す
る
手
術
治
療
に
お
い
て
、

「
セ
ン
チ
ネ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン
手
術（sentinel�

node�navigation�surgery

：
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
）」と

い
う
新
し
い
術
式
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
婦

人
科
が
ん
は
リ
ンパ
節
を
通
し
て
転
移
が
広
が
る

「
リ
ン
パ
行
性
転
移
」を
呈
す
る
た
め
、転
移
し

や
す
い
リ
ン
パ
節
を
全
て
取
り
除
く
こ
と（
リ
ン

パ
節
郭
清
）が
標
準
手
術
に
含
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、リ
ン
パ
節
郭
清
を
行
って
も
リ
ン
パ

節
転
移
を
認
め
な
い
症
例
も
多
い一方
で
リ
ン
パ

浮
腫
や
蜂
窩
織
炎
と
いっ
た
副
作
用
が
お
こ
り
、

長
期
間
患
者
さ
ん
が
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
と
は
、
が
ん
の
転

移
が
原
発
巣
か
ら
最
初
に
お
こ
る
リ
ン
パ
節

（sentinel�lym
ph�node

：
Ｓ
Ｎ
）が
決
ま
っ

て
い
る
と
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｎ
Ｓ
は
、Ｓ
Ｎ
を
特
定
し
て
転
移
が
な
い
か

を
調
べ
、
転
移
を
認

め
な
い
場
合
に
は
そ

れ
以
外
の
リ
ン
パ
節

郭
清
を
省
略
す
る

手
術
法
で
す
。

乳
が
ん
な
ど
で
は

広
く
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
子
宮
頸
が
ん
、

子
宮
体
が
ん
、
外
陰

が
ん
で
も
有
効
な
方

法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
手
術
で
は
、子
宮
頸

部
も
し
く
は
原
発
巣
の
近
く
に
Ｓ
Ｎ
を
同
定
す

る
た
め
の
薬
剤（
ト
レ
ー
サ
ー
）を
注
射
し
ま
す
。

ト
レ
ー
サ
ー
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
が
、現
在
、婦
人
科
が
ん
で
保
険
適
用
と

なって
い
る
の
は
Ｒ
Ｉ
ト
レ
ー
サ
ー
の
み
で
す
。
手

術
前
日
に
ト
レ
ー
サ
ー
の
注
射
を
行
っ
た
あ
と
、

ト
レ
ー
サ
ー
が
集
積
す
る
リ
ン
パ
節
を
探
す
た

め
に
手
術
当
日
に
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
を
撮
影

し
ま
す
。こ
の一連
の
作
業
は
核
医
学
が
専
門
の

放
射
線
診
断
科
の
先
生
方
、技
師
の
方
々
の
協

力
な
し
に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
手
術
中

に
Ｓ
Ｎ
を
同
定
し
、転
移
の
有
無
を
判
断
す
る

に
は
術
中
迅
速
病
理
診
断
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
通
常
は
領
域
リ
ン
パ
節
の
中
か
ら
Ｓ
Ｎ
が
同

定
さ
れ
ま
す
が
、
優
先
順
位
を
つ
け
選
択
し
、

病
理
診
断
科
の
先
生
方
に
転
移
の
有
無
を
詳
細

に
診
断
し
て
頂
き
ま
す
。
転
移
が
陰
性
と
診
断

さ
れ
れ
ば
、他
の
リ
ン
パ
節
郭
清
を
省
略
で
き
る

た
め
、術
中
、術
後
の
副
作
用
の
リ
ス
ク
が
大
幅

に
減
少
し
、患
者
さ
ん
の
順
調
な
社
会
復
帰
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
は
以
上
の
よ
う
に
複
数
の
診
療
科

の
協
力
が
必
要
と
な
る
高
度
な
医
療
診
断
技

術
で
す
。
多
く
の
患
者
様
に
こ
の
技
術
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、教
室
員一同
ひ
き
つ
づ
き
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

臨
床
検
査
科
は
、
全
診
療
科
か
ら
依
頼
さ

れ
る
臨
床
検
査
を
専
門
に
行
う
部
署
で
す
。

血
液
や
尿
な
ど
検
体
を
取
り
扱
う
検
体
検
査

と
、心
電
図
検
査
や
肺
機
能
検
査
な
ど
患
者
さ

ん
に
機
械
を
直
接
付
け
て
デ
ー
タ
を
取
る
生
体

機
能
検
査
の
、大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

基
本
的
に
保
険
診
療
で
実
施
さ
れ
る
臨
床
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、大
学
病
院
と
し
て

重
要
な
臨
床
治
験
に
関
連
し
た
検
査
の
協
力

も
積
極
的
に
行
って
い
ま
す
。

病
理
診
断
科
業
務
と
の
関
わ
り
と
し
て
は
、

院
内
で
実
施
し
て
い
な
い
病
理
標
本
の
特
殊
染

色
や
遺
伝
子
関
連
検
査
の
外
部
委
託
検
査
の

受
付
・
管
理
を
行
う
ほ
か
、ゲ
ノ
ム
検
査
室
で

は
院
内
検
査
と
し
て
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査

「R
apid-N

eo

」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当

院
は「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
」の

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
院
内
外
で
実

施
さ
れ
る
が
ん
の
遺
伝
子
関
連
検
査
を
通
じ

て
、臨
床
検
査
科
は
病
理
診
断
科
と
協
力
し
て

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
が
展
開
す
る
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
と
は
、病
理
診
断

科
に
提
出
さ
れ
た
が
ん
の
検
体
か
ら
D
N
A

を
取
り
出
し
、そ
の
中
に
が
ん
の
発
症
に
関
連

し
た
遺
伝
子
に
異
常
が
な
い
か
、
次
世
代
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
を
用
い
て
解
析
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

検
査
結
果
は
、病
理

医
・
主
治
医
・
ゲ
ノ
ム

解
析
の
専
門
家
な
ど

を
含
め
た
専
門
家

会
議（

=

エ
キ
ス
パ
ー

ト
パ
ネ
ル
）で
議
論

さ
れ
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
良
い
治

療
法
が
検
討
さ
れ

ま
す（

=

が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
）。
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
は
保
険
診

療
上
生
涯
に一度
し
か
受
け
ら
れ
な
い
貴
重
な

検
査
で
あ
る
た
め
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
主

治
医
と
相
談
し
て
が
ん
の
検
体
の
選
定
を
行

う
、決
め
ら
れ
た
手
順
を
確
実
に
遵
守
す
る
、

取
り
出
し
た
D
N
A
量
や
品
質
を
確
認
す
る

な
ど
、
検
査
精
度
の
確
保
に
全
力
を
尽
く
し

て
お
り
ま
す
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
支
え
る

臨
床
検
査
科
の
取
り
組
み

婦
人
科
が
ん
に
対
す
る

セ
ン
チ
ネ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
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可能なゲノム解析を行っており、他の大学病院や医療

機関からも多くの患者さんをご紹介いただいております。

保険適用の指定難病や遺伝性腫瘍の遺伝子検査や、

自費診療の遺伝子検査（出生前診断を含む）など、さま

ざまな検査の選択肢をご提供しています。

また、当センターは、国立研究開発法人�日本医療

研究開発機構（AMED）主導の「未診断疾患イニ

シアチブ（IRUD：アイラッド）」にも参加しています。

これまでの検査では診断がつかなかった小児や成人

の患者さんを対象に、先端的なゲノム解析を行い、約

5 , 000名の解析で45%の方に診断がついています。

原因がわからずに悩んでいる患者さんに、新たな

治療やサポートの道を開くことを目指しています。

複数の診療科と連携しておりますので、臨床遺伝学

センターの受診をご希望の場合は、まずはかかりつけの

担当医にご相談ください。

臨床遺伝学センターは、遺伝性の病気やその可能性

に不安を感じている方とご家族をサポートするため、2011

年に開設されました。20名以上の臨床遺伝専門医（専

属医師4名）と、認定遺伝カウンセラーが在籍しており、

小さなお子さんから大人、妊婦さんまで、幅広い年代の

方に対応しています。「遺伝性疾患の可能性があると言

われた」「原因がわからない病気に悩んでいる」「家族

に遺伝性の病気があって、自分や子どもに影響がないか

心配」などといったご相談を受けています。難病、遺伝

性腫瘍、出生前診断など幅広いご相談に対応します。

診療は、プライバシーが守られる個室（1号館3C

外来）で行っています。臨床遺伝専門医と認定遺伝

カウンセラーや他の専門スタッフが一緒に、時間をかけて

じっくりお話を伺い、患者さんやご家族の不安に寄り添

いながら、丁寧に説明を行っています。必要に応じて、

倫理的な配慮のもとで遺伝子検査を実施しています。

約5000種類あるとされる遺伝性疾患のほとんどに対応

「さまざまな職種の白衣の見分け方」
慶應義塾大学病院では、さまざまなスタッフが従事しています。それぞれの白衣・ユニフォームに袖を通し、

これからもご来院の皆さまのために高い専門性、よりよいサービスを提供します。

臨床遺伝学センター外来のご案内

ゲノム診断のディスカッション

遺伝カウンセリングの診療風景
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ボ
ラ
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ィ
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看護職員は看護師、クラーク、ナースアシスタントの３種類の制服があります。
看護師の象徴であったナースキャップは２０年ほど前に廃止となりました。
それぞれの役割を発揮できるよう活動的な制服になっています。

看
護
師

ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ク
ラ
ー
ク

襟には、ソーシャルワーカーのシンボルマークに使われ
ている海の色と、慶應義塾のペンマークの黄色を掛け
合わせた、3 本ラインのデザインが刺繍されています。
この３本ラインは、社会福祉士×慶應義塾×精神保健
福祉士をイメージしています。
また、左上腕部にもスカイブルーとイエローの印字が
入っています。

管理栄養士の白衣には、襟元と腰のポケットにネイビー
のラインが入っています。左上腕部には、慶應のペン
マークと共に、栄養管理部門 栄養士というプリントが
入っています。ポケットには、栄養価計算をするための
電卓や栄養剤や輸液の成分早見表等を入れています。

臨床検査技師はユニフォームとして、左上腕部にブルーの刺
繍でペンマークと「Clinical Laboratory Technology」
と記載された紺色のスクラブを着用しています。
採血業務、生体検査、検体検査とさまざまな検査業務を
行うため動きやすさを重視し、また検体からの感染防止、
清潔さを保つ役割も担っています。

慶應ボランティアサークルは 51 年の歴史があります。
ユニフォームは、ピンクにストライプが入っており、
左上腕部に慶應義塾大学病院ボランティアの刺繍が
あります。優しいボランティアさんのイメージ その
ものです。

放 射 線 技 師は 白 衣に濃 紺 の パンツスタイルをして
います。手 術 室 や 救 急 等 では 黒 のスクラブを着 用
す る事もあります。どちらも左 上 腕 部 にシン ボ ル
マークがプリントされていますが、これは診断を支え
る、画像を見極める“ 目 ”をコンセプトにデザインして
います。

薬剤師の白衣は以下 2 点特徴があります。
①前から見て白衣の襟の部分に『 2 本の緑の線 』が

入っています。
②左上腕部に『The Pharmacy 』の刺繍があります。
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外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol.24 　2025 年 3 月 31 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: https://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
※�面会は医療上必要な面会を推進しております。
　詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日/国民の祝日・休日/年末年始（12月30日〜1月4日）/

2025年5月31日（土）、8月30日（土）

2025年4月29日（火）、9月23日（火）、2026年2月11日（水）は外来診療日です。

こちらのQRコードからアンケートにアクセスしていただき、
広報誌すゝめで読んでみたい記事など、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートにご協力ください

COLUMN ひろば活用のすゝめ（健康情報ひろば）

2
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Information

■開室時間：月～金　10時00分～15時00分

慶 應 義 塾 大 学 病 院のウェブサイトと、医 療・健 康 情 報
サイトKOMPAS（Keio hOspital inforMation & Patient 
Assistance Service）をリニューアルしました。病院ウェブサイ
トでは受診に関する情報や当院に関する情報を、KOMPAS
では病気に関する情報や当院の特徴的な医療や研究に関
する情報などを発信しています。相互に閲覧しやすい設計に
なっていますので、どちらもぜひご覧ください。今回のリニュー
アルでは、皆さまがより使いやすく見やすいウェブサイトを目指
し、デザインや構成を見直しました。今後も更新やコンテンツ
の追加を予定しています。
スマートフォンやタブレットでの表示にも
対応しており、デバイスを問わずにいつ
でも閲覧いただけます。
ぜひ、右のQRコードよりご覧ください。

病院ウェブサイト、医療・健康情報サイト
KOMPASをリニューアルしました 患者サロン

お問い合わせ
外来師長室 ボランティア担当
03-3353 -1211（代表）

感染症拡大以降ストップしていたボランティアの募集を
再開しました。患者さんにぬくもりや潤いを与え、医療
サービスの向上に貢献しているボランティア活動に
興味がある方は、お気軽にお問い合わせください。

ボランティア募集再開

▲ 詳 細 は
こ ち ら の
QR コ ード
よりご 覧く
ださい

2025年4月29日（火）、9月23日（火）、2026年2月11日（水）は外来診療日といたします。また、2025年5月31日（土）、8月30日（土）は、
第5土曜日ですが休診日となりますのでご注意ください。
※1月10日は以前は慶應義塾の休日として休診日でしたが、現在は外来診療日となっております。2026年1月10日（土）も外来診療日です。

がん患者さん・ご家族を対象に「 患者サロン」を開催
しています。テーマごとの講義に加えて、スタッフ・
参加者同士の情報交換を行っています。Zoom・会場
での参加が可能です。皆さまのご参加をお待ちしています。

2025年度の外来診療日の変更について

▲こちらの
QRコード
からご確認
ください

【2025年度開催予定】

第1回
2025年6月18日（水） 「テーマ：がん治療中・治療後の運動」
講師：リハビリテーション科 辻哲也教授

第2回 2025年8月頃

第3回 2025年11月頃

第4回 2026年2月頃




